
 

第33回木質の利用シンポジウム 

木材の利用の拡大に向けて 
- 非住宅分野における活用 – 

 
第33回木質の利用シンポジウムを下記のとおり開催いたします。皆様の多数のご参加をお待ちしております。 

 

主   催：（公社）日本木材加工技術協会 関西支部 

後   援：（一社）日本木材学会、(一社)大阪府木材連合会、(一社)京都府木材組合連合会、兵庫県木材業協同組合連合会、

奈良県木材協同組合連合会、滋賀県木材協会、和歌山県木材協同組合連合会、大阪府森林組合、京都府森林組合

連合会、日本合板商業組合関西支部 

日   時：平成28年12月7日（水）13:30 ～ 17:00 (受付開始13:00) 

場   所：メルパルク京都 6階会議場D※ (JR京都駅（烏丸中央口）から東へ約１分) 

※初期の会告から会場を変更しておりますのでご注意ください 

〒600-8216 京都府京都市下京区東洞院通七条下ル東塩小路町676番13 

参 加 費：主催および後援団体会員 4,000円（非会員6,000円） 

情報交換会：Public House (会場より徒歩5分、会費 4,000円） 

定員および申込期限：150名,  平成28年11月30日（水） ※定員になり次第締め切らせていただきます。 

申込方法：必要事項を記入した参加申込書をファックスまたは郵送にて関西支部宛にお送りください。 

関西支部ホームページから申し込むこともできます。いずれも会費の振込をもって受付完了となります。 

［申込先］〒590-0987 大阪府堺市堺区築港南町4番地 日本ノボパン工業(株)内 

（公社）日本木材加工技術協会 関西支部 TEL：072-221-2122  FAX：072-221-4430 

  ホームページ http://wtak.jp  

［振込先］三菱東京ＵＦＪ銀行 玉出支店 普通預金口座 0117266 （公社）日本木材加工技術協会 関西支部 

内   容： 

13:30～13:40 開演・支部長挨拶   

13:40～14:25 木材活用の新しい未来                        パワープレイス株式会社  

シニアディレクタ リレーションデザインセンター インタラクションデザイン部 部長  

若杉 浩一 氏 

 

14:25～15:10 JR九州における木材利用                          九州旅客鉄道株式会社 

常務取締役 事業開発本部副本部長  

津髙 守 氏 

15:10～15:25  休憩 

 

15:25～16:10 中・大規模木造建築物の拡がり                       三井住商建材株式会社 

木構造建築部 サブリーダー  

片桐 真人 氏  

16:20～16:50 パネルディスカッション 

16:50～17:00 閉演 

17:30～19:00 情報交換会 (Public House) 

 

***** ***** ***** ***** ***** ***** ***** ***** ***** ***** ***** ***** 

第33回木質の利用シンポジウム参加申込書 
  参加者氏名： 

      会員￥4,000（所属団体        ）／非会員 ￥6,000  情報交換会に参加する ¥4,000／参加しない 

  連絡先（勤務先）    Tel    Fax 
      e-mail 
      住所 〒 
  上記の通り、会費       円の銀行振込票の写しを添えて申し込みます。       平成28年  月  日 
                 住所 〒 
    氏名     印 



第 33回木質の利用シンポジウム 

木材の利用の拡大に向けて 

 

住宅分野以外における木材利用の先進的な取り組みを事例に、今後の木材利用について考える 

 

・鉄道利用 （例：ＪＲ九州 ななつ星） 

  

 

・パブリックスペース利用              ・公共建築物・行政施設など 

（例：ららぽーと海老名）              （例：青森県 むつ市庁舎） 

           

 

講師紹介 

・若杉 浩一 氏（パワープレイス株式会社ﾘﾚｰｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾝﾀｰ ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ部 部長） 

内田洋行のデザイン会社、「パワープレイス」で空間デザインを手掛ける。日本全国スギダラケ倶楽部 本部 

デザイン部長 ららぽーと海老名のキッズプレイエリア「ウッドキューブ」等木の良さを生かした作品多数 

・津髙 守 氏（九州旅客鉄道株式会社 常務取締役 事業開発本部副本部長） 

JR九州の観光列車「ななつ星 in九州」「海幸山幸」など内装に木材を多量に使用した鉄道車両をはじめ、 

駅舎、オフィスなどにも広く地域材を活用 

・片桐 真人 氏（三井住商建材株式会社 木構造建築部サブリーダー） 

木質ラーメン構造「サミット工法」による大規模木造建築物を手掛ける。地域材を活用し、全国の庁舎、 

学校等の公共施設を中心に大型木造建築物を展開。 

 

日時：２０１６年１２月 ７日（水）13：30 ～ 17：00 (開場 13:00) 

 

場所：メルパルク京都 ６階会議場Ｄ 

 

問合せ先: (公社)日本木材加工技術協会 関西支部事務局 服部・田代（日本ノボパン工業（株）内） 

          メール： wtak2016@wtak.jp 電話：072-221-2122 

mailto:wtak2016@wtak.jp

